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1. 平成31年3月期第1四半期の連結業績（平成30年4月1日～平成30年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年3月期第1四半期 212 △1.2 △207 ― △167 ― △110 ―

30年3月期第1四半期 215 ― △129 ― △57 ― △14 ―

（注）包括利益 31年3月期第1四半期　　△110百万円 （―％） 30年3月期第1四半期　　△14百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

31年3月期第1四半期 △28.63 ―

30年3月期第1四半期 △3.87 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

31年3月期第1四半期 2,233 1,358 60.8

30年3月期 2,442 1,515 62.1

（参考）自己資本 31年3月期第1四半期 1,358百万円 30年3月期 1,515百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

31年3月期 ―

31年3月期（予想） 0.00 ― 0.00 0.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成31年 3月期の連結業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 1,021 5.5 50 △5.8 108 △10.0 83 △18.5 21.46

通期 2,200 9.7 220 9.4 265 4.5 190 3.3 49.13

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 0 社 （社名） 、 除外 0 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年3月期1Q 3,879,600 株 30年3月期 3,879,600 株

② 期末自己株式数 31年3月期1Q 45,247 株 30年3月期 12,247 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年3月期1Q 3,851,034 株 30年3月期1Q 3,818,993 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、政府や日銀による経済・金融政策の効果等を背景に企業収益

や雇用情勢の改善が見られ、景気は緩やかな回復基調が続きました。

現在の学校教育を取り巻く環境の変化としては、2020年度より実施される新たな「学習指導要領」の公表及び教

育政策「第3期教育振興基本計画」（計画期間2018～2022年度）の公表が挙げられます。これらに基づき、情報活用

能力の育成、授業の改善及び教職員の業務改善を実現するためのICT環境の整備が進行しております。

このような市場動向のもと、高校・大学市場では、教材提供クラウドサービス分野及び運用管理システム分野が

前年同期比で増加しました。小学校・中学校市場では、無害化製品が寄与しました。これにより、高校・大学市場

と小学校・中学校市場の受注構成比は72％：28％となりました。また、学校教育以外の市場においても、無害化製

品の受注が貢献し、前年同期比増となりました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は212,786千円（前年同期比2,651千円減）となりました。売上

原価は、製品開発の推進により、前年同期より38,019千円増加の170,773千円となりました。当社と同様の季節的変

動性を有する連結子会社２社（株式会社VERSION2、株式会社コラボレーションシステム）の損失が加わったことで、

営業損失は207,048千円（前年同期は営業損失129,768千円）となりました。なお、当該連結子会社２社の業績は前

年同期の四半期連結損益計算書に含まれておりません。持分法による投資利益が前年同期より29,798千円減少した

ことから、経常損失は167,220千円（前年同期は経常損失57,540千円）となりました。親会社株主に帰属する四半期

純損失は110,257千円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失14,790千円）となりました。

なお、当社の業績の特性として、第２四半期及び第４四半期において、売上高及び営業利益が偏重する傾向があ

ります。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末における資産の額は、2,233,967千円（前連結会計年度末は2,442,192千円）となり、

208,224千円減少しました。これは主に売掛金の減少293,488千円によるものです。

負債の額は、875,854千円（前連結会計年度末は926,301千円）となり、50,447千円減少しました。これは主に、

前受金の増加67,201千円の一方で、買掛金の減少60,495千円及び未払法人税等の減少28,991千円によるものです。

純資産の額は、1,358,112千円となり（前連結会計年度末は1,515,890千円）となり、157,777千円減少しました。

これは主に利益剰余金の減少110,257千円及び自己株式の増加47,520千円によるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想につきましては、平成30年５月15日付「平成30年３月期 決算短信」において公表いたしました第２四

半期累計期間及び通期の業績予想から修正は行っておりません。

なお、業績予想は、現時点において入手可能な情報に基づき作成しており、実際の業績は、今後様々な要因によ

って、予想数値と異なる場合があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 607,264 569,947

売掛金 653,425 359,937

有価証券 270 270

商品 38,570 46,881

貯蔵品 2,518 2,640

その他 164,588 172,783

流動資産合計 1,466,637 1,152,460

固定資産

有形固定資産 20,373 20,458

無形固定資産

ソフトウエア 267,450 353,626

のれん 164,737 160,201

その他 152,778 74,531

無形固定資産合計 584,966 588,360

投資その他の資産

関係会社株式 236,544 278,106

その他 133,670 194,581

投資その他の資産合計 370,215 472,688

固定資産合計 975,554 1,081,506

資産合計 2,442,192 2,233,967
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 117,202 56,707

短期借入金 12,400 52,400

未払法人税等 29,990 998

前受金 480,723 547,924

賞与引当金 34,468 18,960

役員賞与引当金 2,292 －

その他 97,918 92,084

流動負債合計 774,995 769,075

固定負債

長期借入金 81,064 41,073

退職給付に係る負債 24,873 25,405

役員退職慰労引当金 40,300 40,300

その他 5,068 －

固定負債合計 151,305 106,778

負債合計 926,301 875,854

純資産の部

株主資本

資本金 329,785 329,785

資本剰余金 119,099 119,099

利益剰余金 1,087,077 976,819

自己株式 △20,071 △67,591

株主資本合計 1,515,890 1,358,112

純資産合計 1,515,890 1,358,112

負債純資産合計 2,442,192 2,233,967
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

売上高 215,438 212,786

売上原価 132,754 170,773

売上総利益 82,684 42,013

販売費及び一般管理費 212,453 249,061

営業損失（△） △129,768 △207,048

営業外収益

受取利息 369 0

受取配当金 70 50

持分法による投資利益 71,359 41,561

その他 428 4

営業外収益合計 72,227 41,616

営業外費用

支払利息 － 579

為替差損 － 958

その他 － 251

営業外費用合計 － 1,788

経常損失（△） △57,540 △167,220

特別損失

固定資産除却損 0 －

事務所移転費用 － 805

特別損失合計 0 805

税金等調整前四半期純損失（△） △57,540 △168,025

法人税等 △42,750 △57,768

四半期純損失（△） △14,790 △110,257

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △14,790 △110,257
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

四半期純損失（△） △14,790 △110,257

四半期包括利益 △14,790 △110,257

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △14,790 △110,257

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　

前第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年６月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。

　

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　（税金費用の計算）

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実

効税率を使用する方法によっております。
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